· 遅刻欠席について
⇒リー会の最初に分かっている遅刻者・欠席者の報告を主将がする。

⇒上級生は時間通りに来るように。後輩に示しがつかない。

· 欠席者へのフォロー

⇒基本的になし。リー会員ならば自主的に情報を聞きに行くべき。
⇒リー会の議事録を写して、部室においておく【主務】

· 長期間来ない人に対して

⇒必ず進退を聞くこと。辞めた場合はリー会で報告する。

⇒新年度最初のリー会で確定しているリー会員を報告し、誰がリー会員かを共通認識する。
· リー会の流れの説明

⇒①新年度最初のリー会、②２年生が入ってきたとき、は提案・審査に入る前にリー会の流れを説明、再確認する。

⇒今までのリー会の変遷を記録に残して、どのような意図でこのシステムができているのかが後輩に伝わるようにする【天野】
· 司会について

⇒１学期は４年生中心に回す、２学期以降は適当に回す。

⇒基本的にはちゃきちゃき進めるが、意見を拾えるように司会は空気を読む。

· 提案、審査について

⇒提案のときの計画書をリー会員が各自で持ち帰り、次の審査までに各自で情報収集をして計画書を持ってくる。提案終了時に審査までにリー会員が調べ、考えてきてほしい点を確認する【主務】

⇒提出する地形図にはバリエーションでなくても積極的に書き込みをするのがよい（危険箇所など）

⇒リー会員が山行の安全性に自分なりに納得できない場合は承認しないこと。再確認。⇒審査時にはメンバーの力量（山行経験、体力など）を踏まえて判断すること。特に長期。
⇒私語は慎む。

· 報告について

⇒報告に必要ないと思うことは、リー会員から指摘する。

⇒バリエーションの最初の報告ではリー会員が活動をイメージできるように長めに時間を取る（沢、冬縦走、山スキー、スノーシュー？）

· アプローチについて
⇒原田車の事故報告書を作成する【大石】

⇒アプローチの検討を承認の前にし、道路地図を見ながらリー会員全員がドライビングプランを聞くようにする。

⇒アプローチの検討の際に特に見るべきことを後述。リーダーは聞かれたときに答えれるようにしておく。検討時にリー会員が納得できなければ他の交通機関の利用を薦める。
	· メイン、サブドライバー、免許保持者の確認（本人にも事前に確認を取ること）
· 目的地までの道のり、時間

· ドライバー交代（交代の有無、経験の浅い人についてはどこを運転してもらうのか、など）

· ドライバー候補の運転歴の確認（使用する車の大きさを運転したことがあるか、免許取立てもしくはペーパードライバーか、など）

· レンタカーのサイズ（１０人乗りは危険なので気軽に利用しない）

· 冬道対策（スタッドレスを履いているか、４ＷＤ、冬期閉鎖道路を通ってはいないか、など）


⇒全体山行などレンタカーを使用する場合は、運転経験の浅い人にも安全なところで積極的に運転を交代する。

⇒報告時にアプローチの報告もする。

⇒車持ちはどういう考えで車を出しているのかをできる限りメンバーに伝えておき、納得してもらった上で運転を交代する（保険の適用範囲、所有者以外のメンバーが事故を起こしたときの補償は誰がするか、あらかじめ寝ておきたいから遅く出発する、など）

· その他

⇒リー会を４月のご飯会と別日にする。

· 【おまけ】スノーシュー研究班について
⇒2008年度から１～3月で月１程度で定期的に活動する予定だが、今年度はすぐに研究班立ち上げはせず、一度スノーシューに連れてってみて反応を見ながら検討する。

⇒今年度は全山行自由参加の形式にして、まずスノーシュー経験者を増やすことに重点を置く。すべての山行は必ず冬研経験者が１人以上参加する。勉強会は必要を感じたら行うが、基本的には行わない。
⇒リー会提案前に銀河・高須などで山行内容をあらかじめ検討する。

⇒スノーシューもあることを積極的に紹介してください。
